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強みとキャリアが	
常勤監査役・監査委員長の道へ

清水　これまでのご自身のキャリアを含
めまして、常勤監査役・監査委員長に就
任されるまでの簡単な自己紹介をお願い
します。
宇野　資生堂に入社して今年で40年目
になります。経営企画部門とウェブ関係
を担当した後、美容ソフトの研究部門で、
あざや火傷の跡などでお困りになってい
る方をお化粧でサポートするためのセン
ターの立上げ等に携わってきました。そ
の後、お客様の情報をグローバルに収集
する仕組みづくりを担当し、最終的には
コールセンターをはじめ商品回収の対応
など、お客様対応から顧客の声情報の発
信までをカバーするコンシューマーセン
ターを担当してきました。

常勤監査役就任まで、監査あるいは財

務・経理の経験は全くなく不安もありまし
たが、もう1名の常勤監査役の方がその分
野に強く、内部監査の経歴もお持ちでした
ので、それ以外の部分で貢献できればと思
い、2019年に常勤監査役になりました。

永田　私は日本たばこ産業（以下「JT」と
いいます。）の常勤監査役を務めておりま
す。1987年にJTに入社して以来、主に事
業畑を歩んできました。2008年には冷凍
餃子の農薬混入事案が発生し、この商品
の企画開発の責任者として、生々しいリ
スクマネジメントの現場経験をしていま
す。同じ年に、JTで女性初の執行役員と
なり、その5年後にはCSR担当、2018年
に常勤監査役に就任しました。

宇野さんと同様に、財務・会計分野の
専門家ではないのですが、事業部長とし
ての経験の中で、トータルで事業をどう
みるのか、加えてCSR担当としての経験
から非財務情報がいかに重要かなどをみ
てきたので、現在の業務に役に立ってい
ると思います。

2021年からは、本田技研工業の社外取
締役（監査委員）に就任して、全く違う業
界を勉強しながら、双方に役に立つこと

ガバナンスを進化させる
仕組み・働きかけとは

～外部の目として、非常勤監査役等と監査人に期待されるもの～

　2022年12月、日本公認会計士協会社外役員会計士協議会では、ガバナンスで先進的な取組みをされている3社の常勤監査
役、取締役監査委員長を務める宇野晶子氏、永田亮子氏、箱田順哉氏をお招きして座談会を行いました。監査機能にフォーカスし
て、「常勤監査役・監査委員長からみた、非常勤監査役等と監査人への期待」をテーマに、経験を通じて得たことや監査の実効性を
高めるための仕組みについてお話をいただきました。
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※肩書・社名は対談日のものになります。

宇野	晶子氏
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を目標にキャリアを積んでいます。
箱田　私は大学を卒業してから三菱レイ
ヨンという繊維会社に入社し、そこでマー
ケティング関連の仕事をしていました。
グループ会社はアパレル・小売関係が多
く、それらの会社の財務諸表をチェックす
ることも仕事の範囲に入ってくるように
なりました。これをきっかけに会計に興
味を持ち始め、最終的には公認会計士の
資格を取得し、当時のプライスウォーター
ハウスへ転職しました。大学で内部統制
を教えていたりもしましたが、だんだんと
社外役員のお仕事をいただくようになり、
現在はJ．フロントリテイリング（以下

「JFR」といいます。）の社外取締役、その
他の会社の社外監査役や顧問といった仕
事をしています。

進化を続ける企業の今

清水　就任先について簡単に、規模感や
事業別売上構成、最近の就任先を取り巻
く環境についてご紹介いただけますか。
宇野　資生堂は今年創業150周年を迎
え、現在、アジアと欧米を中心に約120の
国と地域に展開をしています。この10年
間で、国内売上が50％強だったものが、
今は約4分の1が国内で、残りが海外とい
う形に変わってきています。主に海外で
売上を伸ばしていますが、新型コロナウ
イルス感染症の影響により直近2年ぐら
い、化粧品がお役に立てるシーンが減少
し、企業としてトランスフォーメーション
に取り組んできています。
永田　JTはご承知のとおりたばこの会社
ですが、売上比率的にみますと、約９割が
たばこで、そのうちの7割ほどが海外市場
であり、世界70以上の国と地域に事業拠
点を配置しています。また、医薬品、加工
食品がそれぞれ1割弱を占めています。

加工食品事業については、今年（2022年）
ベーカリーチェーンのサンジェルマンを
売却し、現在はテーブルマークを中心と
して冷凍食品事業を展開しています。医
薬事業では、例えば、アレルギー関連の医
薬品で、対症療法ではなく、根治を目指す
という花粉症の薬などが伸びています。

箱田　JFRは、百貨店の大丸と松坂屋の
統合を基盤に、その後、パルコが加わって
できた小売業の会社です。今はデベロッ
パー事業や決済・金融など多方面に事業
を展開し、グループ会社の経営は持株会
社体制で行っています。

例えば、高級ブランド中心のラグジュ
アリーモールをビル下層部に入れて、上
層部をオフィスのフロアにして構成した
銀座にあるGINZA SIX、百貨店とパル
コを一緒にした心斎橋の新形態の商業施
設、名古屋では高層ビルを中心に周辺一
帯を新たなエリアにするという事業を手
がけています。

業務分担と情報シェアで	
監査品質を高める

清水　皆様が所属している監査役会や監

査委員会のメンバー構成と業務分担につ
いてお話をうかがいたいと思います。ま
ず、監査役会設置会社であるJTと資生堂
は常勤監査役が複数いらっしゃいますが、
どのように業務分担をされていますか。
永田　 JTの監査役会は5名で構成され
ており、常勤が3名で非常勤が2名です。
常勤3名のうち、社内が2名、社外が1名で
す。社内常勤監査役の私が監査役会の議
長をしていて、もう1名の社内の常勤監査
役が、財務・会計の知見を有する者です。

役割としては、重要な会議には常勤全
員が出席します。定例の委員会等は私が
代表して出席し、その内容は最終的に監
査役会でシェアします。往査については、
国内外を含めて全体の計画を立てて常勤
が均等に分担をしています。非常勤の社
外監査役は、会議や往査ともに、可能であ
れば参加しています。
宇野　資生堂の監査役も5名です。社外
3名がすべて非常勤ですので、社内常勤2
名で社内会議への出席を分担しています。

分担という意味では、財務・経理の知
見がある方に該当するもう１人の常勤監
査役の方にその部分の負担が重くなって
いるので、メーカーとして重要な商品周り
や研究開発、サプライネットワークの会議
体を担当経験もある私が主に担当してい
ます。また、経営会議が、本社機能部門の
トップが出席する会議とグローバルの各
リージョン代表が出席する会議の2種類
に分かれていて、これについても分担して
います。社外の方へは、課題がある場合
は、監査役会とは別のミーティングを設け
て内容をお伝えし議論しています。

社外・非常勤の方にも	
現場の空気感を届ける

清水　監査役会設置会社において非常
勤監査役は、取締役会・監査役会の出席

永田	亮子氏

18 会計・監査ジャーナル｜No.813｜Apr. 2023｜



SPECIAL ISSUE｜特集

に加え、どのような活動をされているかを
教えていただけますか。
永田　非常勤監査役の方は他社の役員
も兼務されていますので、監査役会・取締
役会の日程にプラスして、監査役会の開
催日のスケジュールを少し長く押さえて、
そこにいろいろな部門のヒアリングを入
れていきます。往査については、セールス
拠点、研究所、工場など、いくつかご提案
をして、非常勤監査役1人当たり年間2～
3本はご一緒していただけるというイメー
ジです。それ以外に、研究開発拠点の視
察会のような形で、葉たばこ農場や研究
所に行くなど、現場の空気を感じてもらう
ようにしています。
宇野　2020年、2021年は新型コロナウ
イルス感染症の影響で、往査は計画段階
で頓挫することが多かったのですが、今
年に入ってから、現場に行って監査役会
を開催しています。具体的には、2019年
に稼働したみなとみらいの新研究所、今
年稼働した新工場や、もともとある工場
やそこに併設している企業資料館なども
見ていただきました。現場の方との意見
交換会や見学会を通してリアルな雰囲気
を感じてもらうとともに、研究所の場合に
は、弊社が取り組んでいる新しい技術を
体験してもらうなどしています。

指名委員会等設置会社における	
監査委員会の構成と	
監査の実効性確保

清水　次に、指名委員会等設置会社であ
るJFRの箱田さんに、監査委員長が常勤
ではなく、かつ、独立社外という委員会構
成をとりながら監査の実効性を確保する
仕組みについてご紹介いただきたいと思
います。箱田さんはヤマハでも独立社外
取締役かつ監査委員長の経験がおありで
すが、ノウハウがあるのでしょうか。

箱田　指名委員会等設置会社は、指名・
監査・報酬の3つの委員会から成り立って
おり、その中の監査委員会が監査役会と
ほぼ同じ仕事をしています。JFRの監査
委員会の構成は、全員で4名で、独立社外
の取締役が3名、そのうちの1名が私で委
員長です。もう1名が社内の常勤、非業務
執行の方です。

分担でいうと、社内の会議、経営会議な
ど各種会議は常勤の監査委員が出席して
います。パルコ出身で店舗営業の経験が
あり、現場のことも監査のことも知ってい
る常勤監査委員です。その他、執行役や
各種事業の子会社社長のヒアリングなど
にはリモートも活用し監査委員全員が出
席しています。

特徴的なものとしては、独立社外役員
だけの会議体として「エグゼクティブセッ
ション」があります。独立社外役員だけで
会議をする場合と、社長を招いて独立社
外役員プラス社長にする場合があり、そ
こでは経営のことや役員人事など、幅広
い議題が話し合われます。

社外取締役や監査人との	
コミュニケーション

清水　箱田さんから、独立社外役員と社
長だけの会議体についてお話がありまし
たが、JTの場合は、社長と監査役の会合
を定期的に持たれていますか。
永田　定期的に行っているのは、社内の
取締役全員と監査役全員の会議です。定
期的に行うのは年2回で、ここでは非常に
建設的な意見交換ができています。さら
に、社外取締役全員と監査役全員で行う
会議を年2回、そのうちの1回は会計監査
人である監査法人を入れて、社外取締役、
監査役、会計監査人の3者で2月末ころに
行っています。
宇野　資生堂では、監査法人から監査役
に対して期末のレビューをしてもらうと
きに社外取締役の方にも声をかけていま
すし、監査役会での監査法人とのコミュ
ニケーションや、社外取締役と監査法人
のコミュニケーションの機会はあります
が、それらとは別の、社外取締役、監査役、
監査法人の3者が定期的に話し合うとい
う場は特に設定していません。
永田　JTの社外取締役は、年1回は監査
法人とフェイス・トゥ・フェイスで話す機
会があります。監査業界の動向を含めて、
KAMについて直接お話をしてもらうこと
もありますし、今のJTグループの中で何
が一番のポイントなのかといった、監査法
人からのアップデートの場としています。

財務・会計知見者ならではの	
貢献とは

清水　コーポレートガバナンス・コード
では、財務・会計に関する十分な知見を
有する者が1名以上監査役に入るべきだ
ということになっています。公認会計士
にもその知見が期待されていると思いま

箱田	順哉氏
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すが、公認会計士というのは資格の名称
であって、各人が取り組んでいる業務内
容は多様化しています。箱田さんは公認
会計士ですので、公認会計士で常勤監査
役になることを考えている方へのエール
の意味も含めて、貢献の仕方についての
お考えを聞かせてください。
箱田　たしかに、財務・会計、法務の知識・
知見は必要だと感じますが、それ以上に
経営についての幅広い知見・知識という
ものが大切だと思っています。そういう
面で公認会計士は、会計スキルはもちろ
ん、業務上たくさんの会社の監査やコン
サルティングを経験し、多くの会社の経
営をみているという点において、監査役と
して適任だと考えています。
清水　永田さんがJTの常勤監査役に就
任されたときの財務・会計知見者は、官
僚としてキャリアを積まれた方だったと
思います。一緒に務めてこられて、財務・
会計知見者が常勤であることのメリット
とお感じになることを教えてください。
永田　会社の財務・会計的な報告・分析
については、会計の専門家でない私も、こ
れまでの業務経験の中で理解することは
できます。ただし、監査法人とコミュニ

ケーションをとっていく際に、知識の幅広
さや深さという点で、監査法人と適切な
緊張関係で対峙できる点は財務・会計の
スペシャリストならではのメリットだと考
えています。

さらに求められるものは	
経営的視点

清水　逆に、社外から招いた公認会計士
ではない良さといえばよいのか、経営の
現場での経験が豊富で、そこにプラスア
ルファで監査役員が財務・会計の知見を
有していることのメリットについてお考え
を教えてください。
永田　財務・会計的な事業の結果は数字
で表されますが、その数字を見て、次にど
うしていきたいのかが読めないと意味が
ありません。人を動かし、組織を動かした
結果が数字となりますので、事業計画の
立て方や、実際に計画どおりに実行でき
たのかによって、全く異なってきます。し
たがって、数字を構成する背景・プロセス
を的確に把握・理解ができていることが
大切だと思います。
清水　例えば、以前は官僚出身の方が監

査役として入られたときにも、財務・会計
的にはもともと強い方が、監査業務をしな
がら次第に現場にも詳しくなっていくと
いう流れだったと思うのですがいかがで
しょうか。
永田　官僚出身の方が監査役をされてい
たときは、着任前にJTへ出向して財務の
副責任者を経験するプロセスを踏んでい
ました。監査役に必要なのは数字だけで
はありませんので、財務・会計の専門家で
あっても、期待されているのは経営的な
視点なのだと思います。

特定分野のプロは	
頼りになる相談相手

清水　資生堂では、米国公認会計士とし
て監査経験がおありになる、M&Aファー
ムのCEOが非常勤監査役をされていま
す。M&Aの際の貢献は容易に想像がつ
きますが、主要なキャリアが監査法人監
査だった方々とは少し異なる視点をお持
ちだと思います。ご一緒されていて何か
感じることはありますか。
宇野　資生堂では、過去にM&Aを行っ
たものの期待した成果が上げられずに売
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却したケースもあります。現在、会社自体
が大きくトランスフォーメーションしよう
としている状況で、経営を監査するという
視点でプロならではのご指摘もあり、経
営をモニタリングするという視点からそ
のようなM&Aのスペシャリストの力が監
査役会にあるというのは非常に大きいと
感じています。また、既に退任された方で
すが、会計分野の専門家でIFRS等につい
ても持論をお持ちの方が丁寧に教えてく
ださり、私のように財務・会計分野に不案
内な者にとっては大変心強く思いました。
非常勤監査役が特定の分野のスペシャリ
ストであった場合、よき相談役として非常
に重要な存在だと感じます。

生の情報を共有する場をつくる

清水　社内の常勤監査役は情報ネット
ワークに関して格段に優位な立場にあり
ます。また、社外であっても監査委員長に
はレポーティングラインがあります。それ
に比べ、非常勤監査役員は情報を得る手
段が少なく、情報格差がかなりあると感
じますが、それを埋めるために何か工夫
されていることはありますか。
宇野　監査役会として行うと記録を残さ
なければならず、発言に慎重にならざる
を得ませんから、監査役会と同じメンバー
で別枠のミーティングを行っています。
そこでは、様々な疑問にお答えしたり、逆
に社外の方ならではの新鮮な視点からの
弊社に対する幅広いご意見をいただいた
り、ざっくばらんな意見交換の場とさせて
いただいており、その中でできるだけ情報
共有を行っています。
永田　常勤監査役と非常勤監査役との情
報量の格差はどこまでいっても埋まらない
と思っています。むしろ、同じ土俵に立た
ない前提で、社外の方々の経験を活かし

て、外からJTがどう見えるのかという視点
で発言をいただくことに期待しています。

今年の新しい取組みとして、JTでは工
場に往査へ行った際に、現場の若手社員
数名とラウンドテーブルの場を設けて、
若い世代の方々の話を直接聞く場づくり
などをしています。非常勤監査役の方々
からは非常に好評をいただいています。
清水　それはよい取組みだと思いました。
エンゲージメント調査の数字だけ見ても
よく分からないですから、安全な場で心
置きなく話せるのがよいのではないでしょ
うか。

箱田さんにお聞きしたいのですが、監
査委員長や常勤の監査委員と、非常勤の
社外監査委員（監査委員長以外）との情
報格差の埋め方について何か付け加える
ことはありますか。

箱田　JFRでは、監査委員会とは別に、監
査委員のミーティングの場を設けて、自由
に話をしていただいています。監査委員
会と監査委員ミーティングを合わせると
月に2、3回は行っており、出席率も高いで
す。データベースも何種類か用意して監
査委員はその全部にアクセスできるよう
にしています。

期待されているのは	
独立した目線からの指摘

清水　非常勤監査役員への期待というこ
とで、皆様、常勤監査役あるいは監査委員
長として、非常勤の監査役、監査委員に期
待していることをお話しいただけますか。
箱田　JFRもそうですし、ヤマハでもそう
でしたが、どこへ行ってもまず社長に「私
に何を期待していますか」と聞いていま
す。すると「独立した立場で、忌憚のない
意見を言ってほしい」と言われます。公認
会計士で役員になる方々向けの研修でも、
まず公認会計士として独立した立場で意
見するようにと話しています。
永田　箱田さんのおっしゃるとおり、例え
ば、法曹界出身の方であればレピュテー
ションリスクにつながるリスクマネジメン
ト的な観点での指摘は、取締役会で気付
きをもらえます。公認会計士であれば、会
計不正や品質不正の話などについて警鐘
を鳴らしてもらえればとても重みがあり
ます。
宇野　社内の監査役ですと自社のことを
知りすぎているがゆえに「こういうものな
のではないか」と疑問に思わない傾向が
あります。ですので、大きな不正につなが
りかねない慣習のようなものについては、

「なぜこうなっているのですか」、「他社で
はこうしていますよ」というような問題提
起やアドバイスをいただけるというのは
非常にありがたいです。

監査人とのコミュニケーションで	
心がけていること

清水　次は、監査法人とのコミュニケー
ションについてお聞きしたいと思います。
皆様の会社で、監査法人とのコミュニ
ケーションを深めるために実践している
こと、心がけていることがありましたら教

清水	康成氏
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ガバナンスを進化させる仕組み・働きかけとは
～外部の目として、非常勤監査役等と監査人に期待されるもの～

えていただけますか。
永田　JTでは、監査法人からは四半期ご
との定期的なレビューがありますが、それ
以外にも独立したミーティングの場を必
要に応じて設けています。また、JTグルー
プの海外の各国拠点の大部分がデロイト
グループに監査を依頼していますので、
たばこ事業の統括拠点があるデロイト
ジュネーブとのコミュニケーションが重
要であると考えています。お互いに基本
原則としているのは、オープンであること
と透明性です。
宇野　今年、久しぶりに海外へ往査に
行ったのですが、KPMGの方にも同行い
ただき、面談も一部一緒に行い確認した
いことなどを聞いていただきました。また
KPMGのそれぞれのオフィスにうかがっ
て、最近のイシューや、あるいは弊社の体
制で不安に思われる点などについて情報
交換するなど、効率的、効果的に連携する
ようにしています。

監査人ならではの	
アドバイスや提案の好事例

清水　逆に、監査法人から監査役会、監
査委員会への働きかけや提案で、これは
助かったというご経験がありましたら紹
介していただけますか。
永田　直近で言えば、監査法人からの
リードでKAMの説明をしてもらい、最終
的に全く疑問点がないというレベルまで
詰めることができました。新しい制度の
導入について非常にクリアなサポートで
適切にプロセスを踏めたと思います。ま
た、グループ会社を含めて、監査人からい
ろいろな提案があってありがたかった。
そしてこれからもっと重要になると思う
のが、いわゆるＩＴ統制のところだと思い
ます。ＩＴ統制については、ますますシス
テム化が進んでいきますし、グローバル

に、いろいろな各国法令で、個人情報保護
や人権などの非財務情報に関して要求水
準が上がってきています。そのあたりの
統制環境が適切に整備されているかどう
かがとても重要であると思っています。
箱田　内部統制や世界の動向などのタイ
ムリーな情報を社内に提供してくれるの
で、経理部長や部長クラスに対して大い
に役に立っています。監査委員はほぼ
知っている内容でも、グループ会社全体
にはたくさんの管理職がいて、そういう
方々まで情報を行きわたらせるために、監
査法人からのアプローチは非常に貢献し
ています。
宇野　個人的に提案をもらってすごく勉
強になったのは、AIを駆使した新しい監
査システムなど、会計の効率化や、子会社
のリスクの見える化などです。監査法人
主催の勉強会に参加して、確実に業務の
効率化とリスク低減につながると感じま
した。その後、監査部の方々にもその勉強
会へ行くよう勧めました。

グループ会社、海外法人を	
担当する監査人への期待とは

清水　次に、グループ会社、特に海外法
人の監査における監査法人への期待につ
いてお聞きしたいと思います。会計不祥
事、コンプライアンスの問題などが、子会
社や関連会社、特に海外で多いという話
は一般的によく聞きます。皆様の所属す
る会社で、特に意識されていること、実践
されていることがあれば教えていただけ
ますか。
箱田　JFRの場合には、持株会社体制で
すので、事業そのものはグループ会社が
行っています。持株会社とグループ会社
の監査役とが連携を非常に密にしながら、
監査人との円滑な関係を維持し、三様監
査ということで進めています。同時に、グ

ループ会社の監査役もガバナンスの要と
いうことで、この連携も非常に重視してい
ます。

海外については、監査法人からの情報、
特に会計よりも内部統制ですね。何かあ
れば、小さいことでも一報してほしいと
思っています。

海外拠点の監査体制を	
どのようにデザインするか

清水　グループ会社の監査において、監
査法人の活用、あるいはサポートなど、特
に意識されていること、実践されているこ
とがあれば教えていただけますか。
宇野　海外の各リージョンには、本社の
監査部所属の内部監査人を配置していま
す。規模の大きい中国と日本に関しては、
それぞれ内部監査部に当たる機能があり、
連携して監査する体制です。監査法人監
査については、海外拠点の子会社を含め
グループ全体でKPMGにお願いするよう
にしています。
清水　海外の小規模な拠点まで大手の
ファームに依頼しますと、おそらくコスト
的に高くつくと思うのですが、それでも大
手に依頼される理由はどこにありますか。
宇野　現地の財務担当がやり取りしやす
くコストも安い現地の監査法人に依頼し
たいという話はよくあります。ですが、そ
れが不正の温床になりかねないという考
え方で、コストがかかったとしても、現地
での不正を防ぎ、監査法人を通して情報
を収集できる同一の監査法人に依頼して
います。
永田　JTの場合、主要な国内グループ会
社には常勤監査役がおり、本社の監査役
会と定期的に連絡会を行い、加えて往査
の際に子会社の監査役とダイレクトにコ
ミュニケーションをしています。

海外については、いわゆる監査役制度
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そのものがありませんが、たばこ事業には
インターナルオーディット部門があるの
で、そこがグローバルに全部をみていま
す。また、監査人として、デロイトグルー
プに大部分をみていただいています。

現場の声、提案力も含めた	
監査人への期待と評価

清水　最後に、監査人への期待と評価に
ついてお聞きします。監査役員は監査人
のどこを見ているのか、監査人を評価す
るときに何が議論になりやすいのかとい
う点を教えていただけますか。
宇野　監査の相当性などの評価に関して
は、パートナーの方とのコミュニケーショ
ンの機会は比較的多く、説明などを通し
て評価していますが、その下のシニアや
ジュニアの方の業務内容までは私たちで
は評価できませんので、実際に一緒に仕
事をしている財務・経理や監査部の方の

評価を含めて判断しています。今後につ
いては、非財務情報が監査対象に入って
くることもあり、有益なアドバイスやア
ラートを積極的に提示してもらえるか、ま
たどのように監査人が評価するのかに期
待と不安が高まっています。
永田　私は、宇野さんに近いのですが、
監査人の保証業務に、今度、非財務情報
が加わって、どのように保証していくのか
については個人的に気になっています。
環境分野は徐々に定量化の仕組みができ
てきましたが、それ以外の分野はまだま
だ定性情報がとても多くて、実務の中身
を相当程度理解できていないと評価が難
しいのではないかという懐疑心を持って
います。これは裏返せば期待でもありま
すので、ぜひクリアにしていただきたいで
す。
箱田　JFRでは監査法人の評価基準を設
けており、評価過程では、経理・財務など
の機能部門や子会社監査役などによる評

価を重視して、それら全体を監査委員会
としてまとめて、最終的に評価についての
結論を出しています。評価の結果は、会
計監査人の監査の相当性判断にも、翌年
以降の再任の適否の判断材料にも使って
います。今まで問題ないという結論になっ
ているのですが、そうはいってもこうして
ほしいという意見は出てきます。それに
ついてはＥＹにフィードバックして、その
後の対応状況を監査委員会としてはモニ
タリングしていくという形にしています。
ＥＹとのコミュニケーションで、お互い全
体の監査がよくなるようにということで、
いわゆるＰＤＣＡサイクルの一環として
評価を位置付けて、翌年度以降の監査の
水準向上に結び付けています。
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